
平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

14,629 6 427 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 14,646 6 379

上乗 □ （ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 15,910 6 404

□ （ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

3 8 0 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 回 ）
（ 件

）
（ 回 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 3 10 0

上乗 □ （ 回 ）
（ 件

）
（ 回 ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 2 5 0

□ （ 回 ） （ 件 ） （ 回 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

30 319 4 必要性 4 有効性 3 達成度 2 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 2 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 回 ） （ 回 ） （ 館 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 19 318 4

上乗 □ （ 回 ） （ 回 ） （ 館 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 14 313 4

□ （ 回 ） （ 回 ） （ 館 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

1 2 603 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 1 2 666

上乗 □ （ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 1 2 496

□ （ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

効率的な図書館業務の遂行

253 253

図書館車両管理事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-04

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

24,450

82

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）東久留米市立図書
館条例

411 423 834 411

手段
・

内容

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
現状維持

説明欄：図書館文書交換事務事業に利用す
る公用車及び車庫の管理。
文書交換について25年度に運行ルートの変
更を行ったが、臨時の訪問箇所も増加して
おり、消耗はより大きくなっている（参
考：平成14年度登録、走行距離約8万5千
km）。
将来的には文書交換事務を含め、より効率
的な方法があるかについて検討を要する。

説明欄：図書館文書交換事務事業に利用す
る公用車及び車庫の管理。
文書交換について25年度に運行ルートの変
更を行ったが、臨時の訪問箇所も増加して
おり、消耗はより大きくなっている（参
考：平成14年度登録、走行距離約8万5千
km）。
将来的には文書交換事務を含め、より効率
的な方法があるかについて検討を要する。

373

運行回数

26年度以
降方向性

車検・点検・保険・燃料費

24,450 19,264

全額補助 一部補助有 市全額

36,572 19,747

手段
・

内容

・年間の維持管理委託契約
・築30年超の中央図書館施設修繕
・より長いスパンでの維持管理・工
事・
　修繕の方向性の整理

21,657

455

107 360

373

説明欄：築３５年になる中央図書館につい
ては全面改修が行われておらず、経年劣化
から常態的に設備の不良・故障等が発生し
ている。年々業務規模は拡大している。
長期的には全体にわたる大規模な改修が必
要。耐震診断では一部補強以外耐震性はク
リアしているその他のあらゆる設備につい
て、この２～３年で対応が必要。
また地区館については大規模な修繕を除
き、指定管理者の対象事業ではあるが、引
き続き留意を要する。

43,714

対象 業務用連絡車

車両数
車検、点検、修
繕の回数

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例

20,280 41,937 21,657

26年度以
降方向性

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
努力義務的

対象 市内図書館施設

修繕の回数 日常清掃の回数
適切に管理さ
れている施設
数 56,319 36,572

市独自上乗せ（上乗・横出）

13-02-03

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図書館協議会運営事
業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

事業
形態

直営（委託無）

図書館施設維持管理
事業

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館協議会設置条
例

223 423 646 220

手段
・

内容

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
現状維持

説明欄：館長の諮問機関として、学識者、
教育関係者、福祉・子育て関係者、公募市
民等で構成される協議会である。図書館事
業について、外部の視点から評価を頂き、
また市民意見・市民ニーズを図書館サービ
スに反映させるために継続していく。

説明欄：館長の諮問機関として、学識者、
教育関係者、福祉・子育て関係者、公募市
民等で構成される協議会である。図書館事
業について、外部の視点から評価を頂き、
また市民意見・市民ニーズを図書館サービ
スに反映させるために継続していく。

243

対象

26年度以
降方向性

会議の開催

243

458 100

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-02

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

東久留米地域文庫親
子読書連絡会支援事
業

13-02-01

図書館
業務係

402 645 243

その他（　　　　　　　　　　　　　）

243 395

東久留米市立図書館の運営(指定管理
者制度導入を含む)について意見など
を出してもらい、図書館のサービス向
上を図る

638

358

全額補助

100 329

手段
・

内容
補助金の交付

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民（主に幼児、児童、生徒）

市民数（0歳～
15歳）

東久留米地域文
庫親子読書連絡
会構成団体等数

338

100

26年度以
降方向性

説明欄：地域の読書活動、読書環境を醸成
していくのは図書館の役割であり、目標を
達成するための事業として、活動団体への
支援の必要性は確かである。
一方第二次東久留米市子ども読書活動推進
計画で示された「子ども読書活動応援団の
構築」など、自主的活動を行う人材を育成
する方向にシフトしていくことへの検討・
対応を要する。

説明欄：地域の読書活動、読書環境を醸成
していくのは図書館の役割であり、目標を
達成するための事業として、活動団体への
支援の必要性は確かである。
一方第二次東久留米市子ども読書活動推進
計画で示された「子ども読書活動応援団の
構築」など、自主的活動を行う人材を育成
する方向にシフトしていくことへの検討・
対応を要する。

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

429 100

市独自上乗せ（上乗・横出）

438 100

26年度以
降方向性

縮小
27年度以
降方向性

説明欄：
現状維持

説明欄：築３５年になる中央図書館につい
ては全面改修が行われておらず、経年劣化
から常態的に設備の不良・故障等が発生し
ている。年々業務規模は拡大している。
長期的には全体にわたる大規模な改修が必
要。耐震診断では一部補強以外耐震性はク
リアしているその他のあらゆる設備につい
て、この２～３年で対応が必要。
また地区館については大規模な改修以外は
指定管理者の対象事業ではあるが、引き続
き留意を要する。

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

縮小
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金適正化の
実施済み

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例、東久留米市子ども読書活動推
進計画

100

絵本展入場者
数

意図

提言数・答申
数

事業
形態

直営（委託無）

意図
１．多様な活動が実施できる。
２．広く地域の子どもや親が読書に
    親しむようになってもらう。

図書館協議会

図書館協議会
会議開催数

会議協議・報告
議題数

その他（　　　　　　　　　　　　　）

意図
・利用者及び職員の安全・安心の
　確保
・快適に利用できる施設の管理

一部補助有 市全額

意図

東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

359 2,152 880,765 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 359 2,256 857,736

上乗 □ （ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 359 2,061 872,150

□ （ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,417 27,900 880,765 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 115,840 35,166 852,472

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,414 35,083 867,154

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,417 20,000 43 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 115,840 20,000 50

上乗 □ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,414 0 0

□ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

14,645 517 6,941 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 14,646 593 5,585

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 14,610 480 5,993

□ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

幼児、児童、生徒が読書にしたしみ、
健やかに成長する。図書館の利用を促
し、生涯学習の基礎を養う。 3,200 3,200

子ども読書活動推進
事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例、東久留米市子ども読書活動推
進計画

2,522 7,921 10,443 2,522

手段
・

内容

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
現状維持

説明欄：幼児期の読書体験は、その後の読
書活動の礎となる重要な要素である。この
時期に豊かな読書体験ができるよう、子ど
も向け・子どもにかかわる大人向けの事業
の展開が必要。第二次子ども読書活動推進
計画を立案した。（平成２５年度より地区
館３館が指定管理となったため、地区館経
費はすべて13-02-14事業に計上し、ここで
は中央図書館におけるコストを計上してい
る）

説明欄：幼児期の読書体験は、その後の読
書活動の礎となる重要な要素である。この
時期に豊かな読書体験ができるよう、子ど
も向け・子どもにかかわる大人向けの事業
の展開が必要。第二次子ども読書活動推進
計画を立案した。（平成２５年度より地区
館３館が指定管理となったため、地区館経
費はすべて13-02-14事業に計上し、ここで
は中央図書館におけるコストを計上してい
る）

3,617

対象 市民（主に幼児、児童、生徒）

市民数（0歳～
１５歳）

事業実施回数

9,758

意図

延べ参加者数

26年度以
降方向性

「東久留米市子ども読書活動推進計
画」にもとづき、児童向けの読書関連
事業、保護者や大人むけの啓発事業を
行う。13-02-08

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

13,375

9,365 12,565

3,617

418 253

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
広域行政圏内図書館のサービスの向
上・情報提供

0 139

全額補助 一部補助有 市全額

253 165

手段
・

内容

多摩六都・図書館ガイドブックの作
成・図書館ニュースの作成・広域行政
圏ホームページ内関係ページの管理
（圏内図書館の協働による）

139 0

縮小
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館条例 0 169 169 0

26年度以
降方向性

縮小
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性

説明欄：六都の広域利用については今後も
継続していく。25年度は、各市の図書館運
営状況の変化を加味し、見直しを行ったガ
イドブックを発行した。26年度は、現在持
ち回りで実施しているホームページの管理
業務を当市で行う。

説明欄：六都の広域利用については今後も
継続していく。25年度は、各市の図書館運
営状況の変化を加味し、見直しを行ったガ
イドブックを発行した。26年度は、現在持
ち回りで実施しているホームページの管理
業務を当市で行う。

努力義務的

対象 市民全般

市民数 発行部数
ガイドブック
配布率

13-02-07

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図書館資料・情報の
提供事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

図書館広報事業

13-02-06

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：行財政改革ア
クションプラン１
（１）民間活力の活用図書館法、子どもの読書活動の推進に関

する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、学習指導要領、
東久留米市立図書館条例

111,778 48,085 159,863 111,778

手段
・

内容

アウトソー
シング

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
アウトソー

シング

説明欄：平成２５年４月１日より全館でさ
らに開館時間を延長した。平成２５年１０
月１日、図書館システムをリプレイスし、
貸出点数を増やした。ＩＣタグによる自動
貸出機の導入により、効率的な運用が期待
される。平成２５年度は、リプレイス費用
のため、一時的に経費が増額している。地
区館３館が指定管理業者に委託したが、中
央館は当面現状を維持して図書館機能の強
化を図る。

説明欄：平成２５年４月１日より全館でさ
らに開館時間を延長した。平成２５年１０
月１日、図書館システムをリプレイスし、
貸出点数を増やした。ＩＣタグによる自動
貸出機の導入により、効率的な運用が期待
される。平成２５年度は、リプレイス費用
のため、一時的に経費が増額している。地
区館３館が指定管理業者に委託したが、中
央館は当面現状を維持して図書館機能の強
化を図る。

86,758

対象

216,349

市民全般

市民数

2,627

85,104

その他（　　　　　　　　　　　　　）

86,758 129,591

意図

総貸出点数

市民の知る権利を保障する。多様な資
料を用意し、生涯学習を支援する。地
域資料・情報を整備し町の歴史として
保存・提供し地域活動に寄与する。

26年度以
降方向性

図書館資料（図書、雑誌、視聴覚資料
等）、情報（インターネット情報等）
の提供。そのための資料・情報の収
集、整理、保存。利用者情報の管理と
図書館システムの運用。調査、相談業
務。

自主的 義務的 努力義務的

登録者数

85,104

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持

図書館文書交換事務
事業

140,459 225,563

総 貸 出 点 数
（団体貸出含
む） 3,244 1,905

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
利用者の利便性の確保
学校教育支援
障害者サービス 1,288 1,339

全額補助 一部補助有

手段
・

内容

説明欄：施設関連経費
の縮減

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例

2,133 423 2,556 2,133

26年度以
降方向性

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性

説明欄：年末年始を除く開館日に２回、休
館日に1回、市内図書館・ブックポストを巡
回している。図書館間の物流及び、学校図
書館支援事業、ハンディキャップサービス
の宅配事業に不可欠である。
ただし将来的には車両管理を含め、より効
率的な方法があるかについて検討を要す
る。

説明欄：年末年始を除く開館日に２回、休
館日に1回、市内図書館・ブックポストを巡
回している。図書館間の物流及び、学校図
書館支援事業、ハンディキャップサービス
の宅配事業に不可欠である。
ただし将来的には車両管理を含め、より効
率的な方法があるかについて検討を要す
る。

努力義務的

対象
各図書館・駅ポスト、本庁、学校、郵
便局　等

1,288

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市全額

1,905 1,339

13-02-05

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

返却本の回収・配送、
本庁交換便、
団体貸出図書配送・回収、
郵便物投函　等 運行した日数 運行箇所

東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,417 12,178 67 必要性 3 有効性 4 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 4 達成度 3 効率性 2

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 115,840 16,804 87

上乗 □ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,414 12,178 67

□ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

1 34 75 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 1 40 90

上乗 □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 1 45 90

■ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

23 5,292 16 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 23 3,933 23

上乗 □ （ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 24 1,012 24

□ （ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

1 32 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 1 32 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 1 32 100

■ （ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

対象 日本図書館協会

2,810

2,342

意図

配布資料活用
割合

26年度以
降方向性

・負担金の支出・協会が実施する研修
会・研究会への参加
・「図書館雑誌」等図書館運営及び図
書サービスを提供していくうえで指針
となる資料の配布を受ける。

90 140

3,139

日本図書館協
会

施設会員配布資
料

全国の図書館等の連絡提携のもとに、
図書館事業の進捗発展及び図書館職員
の能力・知識の向上を図る。

3,328

手段
・

内容

学校教育での調べ学習や読書活動を援
助するため、資料の団体貸出を行う。
学校図書館整備や子ども読書活動の推
進のために、図書館のノウハウを提供
し、支援する。また活動を助けるボラ
ンティアの育成を行う。

2,342 380 2,722
説明欄：学校図書館への支援は図書館業務
のひとつであるが、小学校の学校図書には
学校司書の配置が進み、現行の支援と質が
変わっていくと予想される。技術のノウハ
ウではなく、不足する資料の一時的な貸出
（団体貸出）が主な事業となっていく。中
学校については、学校司書の配置が見送ら
れているので、しばらく学校図書館の運営
についても助言が必要と思われる。

意図

学校図書館の整備がすすみ、各学校で
多様な読書活動、学習が展開され、児
童・生徒の学力や生きる力が向上す
る。 2,659

140

27年度以
降方向性

現状維持

50

50 90

50

日本図書館協会参画
事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

13-02-12

図書館
業務係

根拠
法令
等

その他（　　負担金　　　　　　）

自主的 義務的 努力義務的

現状維持
27年度以
降方向性

説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営上
の望ましい基準（文部科学省告示）、東
久留米市立図書館条例 50 42 92 92

手段
・

内容

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
現状維持

説明欄：日本の図書館を代表する総合的な
全国組織として、図書館の成長・発展に寄
与する活動を展開している。
さまざまな種類の図書館（公共図書館、大
学図書館、学校図書館、専門図書館、公民
館図書室、国立国会図書館、その他の読書
施設、情報提供施設）の進歩発展を図る事
業を行うことにより、人々の読書や情報資
料の利用を支援する。

説明欄：日本の図書館を代表する総合的な
全国組織として、図書館の成長・発展に寄
与する活動を展開している。
さまざまな種類の図書館（公共図書館、大
学図書館、学校図書館、専門図書館、公民
館図書室、国立国会図書館、その他の読書
施設、情報提供施設）の進歩発展を図る事
業を行うことにより、人々の読書や情報資
料の利用を支援する。

50

現状維持

説明欄：学校図書館への支援は図書館業務
のひとつであるが、小学校の学校図書には
学校司書の配置が進み、現行の支援と質が
変わっていくと予想される。技術のノウハ
ウではなく、不足する資料の一時的な貸出
（団体貸出）が主な事業となっていく。中
学校については、学校司書の配置が見送ら
れているので、しばらく学校図書館の運営
についても助言が必要と思われる。

説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、学習指
導要領、東久留米市立図書館条例、第二
次東久留米市子ども読書活動推進計画

26年度以
降方向性

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
努力義務的

対象 市内の小中学校等

市内の小中学
校数（含私立
校）

学校向け団体貸
出冊数

市立図書館を
利用した学校
数 2,810

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助 一部補助有

329

2,659669

13-02-11

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

東京都市町村立図書
館長協議会参画事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

学校図書館支援事業

13-02-10

図書館
業務係

根拠
法令
等

事業
形態

直営（委託無）

市全額

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館条例 9 845 854 854

手段
・

内容

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
現状維持

説明欄：多摩地区の図書館間の様々な連携
をさらに発展させるために必要な、情報交
換や館長の研修などを行うとともに、利用
者の利便性向上のため、さらに連携を強め
て行く。

説明欄：多摩地区の図書館間の様々な連携
をさらに発展させるために必要な、情報交
換や館長の研修などを行うとともに、利用
者の利便性向上のため、さらに連携を強め
て行く。

9

対象

901

東京都市町村立図書館長協議会

東京都市町村
立図書館長協
議会

931

9

その他（　負担金　　　　　　　）

9 892

意図

例会、研究研
修会に出席で
きた割合

市町村立図書館職員のスキルアップ、
図書館サービスの向上

26年度以
降方向性

分担金の支出、例会・研究会への職員
の派遣

自主的 義務的 努力義務的

図書館長協議会
幹事会、例会、
研究研修会等の
数

9

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持

廃棄図書活用事業

892 901

提供資料数／
準備資料数

740 329

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
図書館除籍資料の有効活用。ごみの減
量化と処分費用の削減。必要な市民へ
の資料の提供。 485 446

全額補助 一部補助有

手段
・

内容

説明欄：

40 118 158 40

26年度以
降方向性

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性

説明欄：資源の再活用としては有用。実施
方法について検討の必要あり。スペースの
確保が課題。年間の開催回数を複数回にす
ることで、保管スペースを縮小することが
できる。

説明欄：資源の再活用としては有用。実施
方法について検討の必要あり。スペースの
確保が課題。年間の開催回数を複数回にす
ることで、保管スペースを縮小することが
できる。

努力義務的

対象 市民

485

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市全額

329 411

13-02-09

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図書館除籍資料（図書・雑誌等）およ
び寄贈資料を、市民に提供する。

市民数 準備した資料数

東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,417 38 1,045 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 115,840 3 712

上乗 □ （ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,414 24 925

□ （ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,417 15,764 518,528 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ ― ― ―

上乗 □ （ ） （ ） （ ）

□ ■ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 ― ― ―

□ （ ） （ ） （ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

14,645

17,466
4 1 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） ( 回 ) （ 件 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ □ ― ― ―

上乗 □ （ ） （ ） （ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 ― ― ―

□ （ ） （ ） （ ）

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持

2,746

その他（　　　　　　　　　　　　　）

7,878 2,530

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

意図
視覚障害者の読書および学習を保障す
る。様々な障害をもつ市民や高齢者の
課題解決ができる。 2,530 5,348

2,530 5,348

録音図書の作成により、視覚障害者む
け資料を整備し貸出を行う。図書館間
の資料の相互貸借を行う。宅配等、来
館困難者に貸出を行う。また、図書館
サービスのＰＲを行う。

説明欄：

図書館法、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営上の望ましい基準
（文部科学省告示）、東久留米市立図書
館条例

2,811 4,563 7,374 2,919

26年度以
降方向性

現状維持
27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性

説明欄：音訳図書が視覚障害者に限らず、
高齢者や来館困難者に提供できるように
なった。音訳図書のアナログからデジタル
への移行を進めて行く。

説明欄：音訳図書が視覚障害者に限らず、
高齢者や来館困難者に提供できるように
なった。音訳図書のアナログからデジタル
への移行を進めて行く。

努力義務的

対象 図書館利用に障害のある市民

市民数
録音図書の受入
点数

録音図書の貸
出点数

手段
・

内容

7,878

13-02-13

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図 書 館 ハ ン デ ィ
キャップサービス事
業

全額補助 一部補助有 市全額

事業
形態

13-02-14

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民全般

市民数

図書館地区館管理運
営事業

事業
形態

開館時間の延長を含め、図書館サービ
スの向上を目指す。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

登録者数(地区
館）

総 貸 出 点 数
（地区館）

26年度以
降方向性

アウトソー
シング

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 26年度以

降方向性
アウトソー

シング

― ― ― ―

27年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

東久留米市公の施設の指定管理者の指定
の手続き等に関する条例第7条

104,294 0 104,294 104,294

手段
・

内容

民間事業者の能力を最大限に活用し
て、図書館の設置の目的を効果的かつ
効率的に達成し図書館サービスを向上
させるため地区館３館の運営をアウト
ソーシングした。

説明欄：25年度より地区館３館の運営が指
定管理業者により行われている。貸出冊数
等が増え達成度としては評価できる。地域
に根差した図書館運営を目指す。

説明欄：25年度より地区館３館の運営が指
定管理業者により行われている。貸出冊数
等が増え達成度としては評価できる。地域
に根差した図書館運営を目指す。

全額補助 一部補助有 市全額

― ― ― ―

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

意図

13-02-15

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象
市民(主に乳幼児から青少年とその保
護者)

市民数(0歳～
15歳)とその保
護者

東久留米市子ども読
書活動推進計画策定
事業

事業
形態

乳幼児、児童、生徒が読書にしたし
み、健やかに成長し、大人も含めた読
書活動啓発事業を推進し、生涯学習の
基礎を養う。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

「第二次 東久
留米市子ども読
書活動推進計画
検討委員会・同
作業部会」開催
数

計画の策定件
数

26年度以
降方向性

廃止(完了･
統合含む)

27年度以
降方向性

廃止(完了･
統合含む)

説明欄： 26年度以
降方向性

廃止(完了･
統合含む)

― ― ― ―

27年度以
降方向性

廃止(完了･
統合含む)

説明欄：

子どもの読書活動の推進に関する法律、
文字・活字文化推進法、東久留米市子ど
も読書活動推進計画 0 2,106 2,106 0

手段
・

内容

本計画策定にあたり、第一次計画の進
捗状況の検証を行った。その基本方針
と事業提案を継承し、新たに、子ども
の読書環境の整備を大人も含めた社会
全体で取り組み、子ども読書活動の推
進を図る。

説明欄：乳幼児期の読書体験は、その後の
読書活動の礎となる重要な要素である。こ
の時期に豊かな読書体験ができるよう、
「第二次 東久留米市子ども読書活動推進
計画」では、子ども向け・子どもにかかわ
る大人向けの事業を展開し、大人を含めた
社会全体で子ども読書活動を推進する。

説明欄：乳幼児期の読書体験は、その後の
読書活動の礎となる重要な要素である。こ
の時期に豊かな読書体験ができるよう、
「第二次 東久留米市子ども読書活動推進
計画」では、子ども向け・子どもにかかわ
る大人向けの事業を展開し、大人を含めた
社会全体で子ども読書活動を推進する。

全額補助 一部補助有 市全額

― ― ― ―

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

意図

東久留米市


